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outpatients with psychiatric disorders（日本人の精神疾患外来患者における睡眠薬依存の実態およ
びそのリスク要因） 
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論文要旨：ベンゾジアゼピン系(BZDs)睡眠薬の依存発現の実態や依存形成のリスク要因についての実態
調査はなされていない。本研究では、日本人の精神疾患外来患者における BZDs睡眠薬依存発現の実態を
調べ、睡眠薬の依存形成と関連する要因について検討した。精神科外来を受診した 1043名に、自記式質
問紙を用いて、人口背景、ピッツバーグ睡眠調査票(PSQI)による睡眠障害評価、睡眠薬の服用期間、ジ
アゼパム換算 BZDs 睡眠薬服用量、睡眠薬の副作用症状、依存性調査票(D 2-A)による依存傾向などを調
査した。対象 1043名のうち 82名（7.9％）が BZDs睡眠薬依存であった。多項回帰分析の結果から、低
年齢(OR=0.96, p=0.001)、PSQI 総得点が高い(OR=1.19, p<0.001)、睡眠薬のジアゼパム換算量が多い
(OR=1.03, p=0.031)、が睡眠薬依存の有意な関連主要因であることが示された。本研究により、比較的
若年者であることと睡眠薬高容量服用が依存のリスクを高めること、依存者では高容量服用にもかかわ
らず不眠は改善していないことが明らかになった。依存症状を有する者が、自覚的な副作用を高頻度に
生じているにもかかわらず BZDs睡眠薬服用を続けているという現象は、患者の安全管理の点からも重要
な問題であると考えられた。 
 
審査過程： 
１）本邦で BZDs睡眠薬の使用量が多い理由について質問があり、適切な説明がなされた。 
２）基礎疾患による BZDs睡眠薬依存症の発現率の違いについて、適切な説明がなされた。 
３）睡眠障害の非薬物療法（例えば認知行動療法など）について、適切な説明がなされた。 
４）BDZs睡眠薬依存症に関する海外の研究結果との相違について、考察がなされた。 
５）BZDs睡眠薬、生活習慣、服薬コンプライアンスの相違と依存症との関連について、簡単な考察がな
された。 
 
価値判定： 
本研究から、BZDs睡眠薬依存は比較的若年者であること、睡眠薬高容量服用が依存のリスクを高めるこ
と、依存者では高容量服用にもかかわらず不眠は改善していないことが明らかとなり、BZDs睡眠薬服用
患者の安全管理の点で重要な示唆を与えるものであり、学位論文としての価値を認める。 
 
